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を示すものであった.また，ヒト肝癌細胞株 HepG2, HLE を用いソラフェニブと鉄キレート剤
であるデフェラシロクスの抗腫瘍効果について検討をおこなった．HepG2, HLE に対してソラ
フェニブとデフェラシロクスは濃度依存性に抗腫瘍効果を示し，併用することで相乗的な抗
腫瘍効果を示した. ELISA での検討にてデフェラシロクスは、培養上清中への血管内皮増殖因
子（VEGF）の分泌増加による代償的血管新生を誘導することが確認された．in vivo でもソ
ラフェニブとデフェラシロクス併用群ではソラフェニブ単独群と比較してアポトーシスを強
く誘導する結果を認めた． 
これらの結果は肝臓癌においてソラフェニブとデフェラシロクスとの併用療法が新規の化
学療法となりうることを示している． 
